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(57)【要約】
 内視鏡リプロセッサの洗浄槽に配置された第１コネク
タに対して嵌合自在な溝である第１嵌合溝を含む第１嵌
合部１と、第１コネクタに接続された第１洗浄チューブ
コネクタのロックレバーが嵌合される、第１嵌合部１の
一面１ａに形成された第１の溝１ｍと、第１嵌合部１か
ら延出された、第１嵌合部１の回転を規制する連結部４
、５、第２嵌合部２、３と、を具備している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
 内視鏡リプロセッサの洗浄槽に配置された第１コネクタに嵌合自在な溝である第１嵌合
溝を含む第１嵌合部と、
 前記第１コネクタに接続された第１洗浄チューブコネクタのロックレバーが嵌合される
、前記第１嵌合部の表面に形成された少なくとも１つの第１の溝と、
 前記第１嵌合部から延出された、前記第１嵌合部の回転を規制する回転規制部と、
 を備えていることを特徴とする内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項２】
 前記回転規制部は、
 前記洗浄槽において前記第１コネクタに並んで配置された第２コネクタに嵌合自在な溝
である第２嵌合溝を含む第２嵌合部と、
 前記第１嵌合部と前記第２の嵌合部とをつなぐ連結部と、
 を備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止
め具。
【請求項３】
 前記第２嵌合部は、
 前記第２コネクタに接続された第２洗浄チューブコネクタのロックレバーが嵌合される
、前記第２嵌合部の表面に形成された少なくとも１つの第２の溝を備えていることを特徴
とする請求項２に記載の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項４】
 前記第１嵌合部と前記第２嵌合部とをつなぐ軸に対して、前記第１の溝と前記第２の溝
とで最短距離が異なっていることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡リプロセッサ用コ
ネクタ緩み止め具。
【請求項５】
 前記第１嵌合部は、前記第１の溝が形成された第１の面と、前記第１の面に対して交差
または対向する第２の面を有し、
 前記第２の面には、第１突起部が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項６】
 前記第２嵌合部は、前記第１の溝が形成された第１の面と、前記第１の面に対して交差
または対向する第２の面を有し、
 前記第２の面に、第２突起部が設けられていることを特徴とする請求項３に記載の内視
鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項７】
 内視鏡リプロセッサの洗浄槽に配置された第１コネクタに対して嵌合自在な溝である第
１嵌合溝を含む第１嵌合部と、
 前記第１コネクタに接続された第１洗浄チューブコネクタの回転を規制する、前記第１
嵌合部の表面から起立する少なくとも１つの第１の壁部と、
 前記第１嵌合部から延出された、前記第１嵌合部の回転を規制する回転規制部と、
 を備えていることを特徴とする内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項８】
 前記回転規制部は、
 前記洗浄槽において前記第１コネクタに並んで配置された第２コネクタ嵌合自在な溝で
ある第２嵌合溝を含む第２嵌合部と、
 前記第１嵌合部と前記第２の嵌合部とをつなぐ連結部と、
 を備えていることを特徴とする請求項７に記載の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止
め具。
【請求項９】
 前記第２コネクタに接続された第２洗浄チューブコネクタの回転を規制する、前記第２
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嵌合部の表面から起立する少なくとも１つの第２の壁部をさらに備えていることを特徴と
する請求項８に記載の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項１０】
 前記第１嵌合部と前記第２嵌合部とをつなぐ軸に対して、前記第１の壁部と前記第２の
壁部とで最短距離が異なっていることを特徴とする請求項９に記載の内視鏡リプロセッサ
用コネクタ緩み止め具。
【請求項１１】
 前記第１嵌合部は、前記第１の溝が形成された第１の面と、前記第１の面に対して交差
または対向する第２の面を有し、
 前記第２の面に、第１突起部が設けられていることを特徴とする請求項７に記載の内視
鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項１２】
 前記第１嵌合部は、前記第１の溝が形成された第１の面と、前記第１の面に対して交差
または対向する第２の面を有し、
　前記第２の面に、第２突起部が設けられていることを特徴とする請求項９に記載の内視
鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具に関する。
【背景技術】
【０００２】
 内視鏡リプロセッサの洗浄槽に収容された内視鏡の口金に洗浄チューブのコネクタが接
続される。また、洗浄槽に設けられた流体供給用のコネクタに対し、洗浄チューブのコネ
クタが接続される。このことにより、洗浄チューブを介して流体供給用のコネクタから吐
出された流体を内視鏡口金に供給することができる。
【０００３】
　ここで、洗浄槽のコネクタに洗浄チューブのコネクタが接続された後、洗浄チューブの
コネクタが回転すると、洗浄槽のコネクタが緩む方向に力が加えられてしまう虞がある。
【０００４】
 日本国特開２００９－２９７７１４号公報では、一方の部品に対して他方の部品が接続
された際、キー構造を用いて、一方の部品に対して他方の部品が回転してしまうことを防
ぐ構成が開示されている。
【０００５】
 しかしながら、日本国特開２００９－２９７７１４号公報に開示された構成では、キー
構造により一方の部品に対する他方の部品の回転が防がれてはいるものの、他方の部品に
対して力が付与されてしまうと、摩擦力により他方の部品から一方の部品に対して力が付
与されてしまう。
【０００６】
 即ち、日本国特開２００９－２９７７１４号公報の構成を洗浄槽のコネクタに対する洗
浄チューブコネクタの接続に適用した場合、洗浄槽のコネクタに洗浄チューブコネクタか
ら繰り返し力が付与されてしまうと、キー構造を用いたとしても、やはり経年劣化等によ
り洗浄槽のコネクタも回転してしまい、洗浄槽に対する洗浄槽のコネクタの固定に緩みが
生じてしまうといった問題があった。
【０００７】
 尚、以上の問題は、洗浄槽のコネクタに洗浄チューブコネクタを接続した後、洗浄槽に
形成された非係止部に対して洗浄チューブコネクタに設けられた係止部を係止させること
によって防ぐことができる。しかしながら、このような構成では、洗浄槽に非係止部を別
途設けなければならないことから、既存の内視鏡リプロセッサに適用できないといった問
題があった。
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【０００８】
 本発明は、前記問題を解決するためのものであり、既存の内視鏡リプロセッサにおける
洗浄槽のコネクタに対する洗浄チューブコネクタの回転を確実に防ぐことができ、洗浄槽
のコネクタの固定に緩みが生じてしまうことを防ぐことができる内視鏡リプロセッサ用コ
ネクタ緩み止め具を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
 本発明の一態様による内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具は、内視鏡リプロセッ
サの洗浄槽に配置された第１コネクタに対して嵌合自在な溝である第１嵌合溝を含む第１
嵌合部と、前記第１コネクタに接続された第１洗浄チューブコネクタのロックレバーが嵌
合される、前記第１嵌合部の表面に形成された少なくとも１つの第１の溝と、前記第１嵌
合部から延出された、前記第１嵌合部の回転を規制する回転規制部と、を具備している。
【００１０】
　また、本発明の他態様による内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具は、内視鏡リプ
ロセッサの洗浄槽に配置された第１コネクタに対して嵌合自在な溝である第１嵌合溝を含
む第１嵌合部と、前記第１コネクタに接続された第１洗浄チューブコネクタの回転を規制
する、前記第１嵌合部の表面から起立する少なくとも１つの第１の壁部と、前記第１嵌合
部から延出された、前記第１嵌合部の回転を規制する回転規制部と、を具備している。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１実施の形態の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を示す斜視図
【図２】図１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を図１中のII方向から見た上面
図
【図３】図１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を図１中のIII方向から見た底
面図
【図４】図１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、内視鏡リプロセッサの洗浄
槽における第１コネクタ及び第２コネクタに装着した状態を示す部分斜視図
【図５】図４の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、洗浄槽とともに図４中のV
方向からみた側面図
【図６】図４の洗浄槽の第１コネクタに、第１洗浄チューブコネクタが接続された状態を
示す部分斜視図
【図７】図１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具が第１嵌合部及び第１嵌合部か
ら延出された延出部材のみから構成された変形例を洗浄槽とともに示す部分斜視図
【図８】内視鏡リプロセッサの洗浄槽に２つの内視鏡を並列して収納し、洗浄槽のコネク
タと各内視鏡の管路とを洗浄チューブによって接続した状態を概略的に示す図
【図９】図８の洗浄槽のコネクタに嵌合される内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具
の各嵌合部に形成される溝を、斜めに形成した変形例を概略的に示す図
【図１０】図９の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、内視鏡リプロセッサの洗
浄槽のコネクタに装着し、洗浄槽に２つの内視鏡を並列して収納し、洗浄槽のコネクタと
各内視鏡の管路とを洗浄チューブによって接続した状態を概略的に示す図
【図１１】第２実施の形態の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を示す斜視図
【図１２】図１１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を図１１中のXII方向から
見た斜視図
【図１３】図１１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、内視鏡リプロセッサに
おける洗浄槽の第１コネクタ及び第２コネクタに装着した状態を示す部分斜視図
【図１４】図１３の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、洗浄槽とともに図１３
中のXIV方向からみた側面図
【図１５】図１３の洗浄槽の第１コネクタに、第１洗浄チューブコネクタが接続された状
態を示す部分斜視図
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【図１６】図１３の洗浄槽のコネクタに内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具の回転
規制形状を設けた変形例を示す斜視図
【図１７】内視鏡洗浄消毒装置の一例を、トップカバーが開放され、洗浄槽に内視鏡が収
納自在な状態において示す内視鏡洗浄消毒装置の斜視図
【図１８】図１７の洗浄槽に内視鏡が収容され、内視鏡と洗浄槽のコネクタとが洗浄チュ
ーブによって接続された状態を示す斜視図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、図面は模式的なものであり
、各部材の厚みと幅との関係、それぞれの部材の厚みの比率などは現実のものとは異なる
ことに留意すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分
が含まれていることは勿論である。
【００１３】
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を示す斜視図、図２
は、図１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を図１中のII方向から見た上面図、
図３は、図１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を図１中のIII方向から見た底
面図である。
【００１４】
　また、図４は、図１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、内視鏡リプロセッ
サの洗浄槽における第１コネクタ及び第２コネクタに装着した状態を示す部分斜視図、図
５は、図４の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、洗浄槽とともに図４中のV方
向からみた側面図、図６は、図４の洗浄槽の第１コネクタに、第１洗浄チューブコネクタ
が接続された状態を示す部分斜視図である。
【００１５】
　図１～図３に示すように、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０は、第１嵌合
部１と、第２嵌合部２、３と、第１嵌合部１と第２嵌合部２とをつなぐ連結部４と、第１
嵌合部１と第２嵌合部３とをつなぐ連結部５とを具備して主要部が構成されている。
【００１６】
 尚、本実施の形態においては、第２嵌合部が２つの場合を例に挙げて示しているが、こ
れに限らず、第２嵌合部は１つであって良い。また、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み
止め具１０は、例えば樹脂から形成されている。
【００１７】
　第１嵌合部１は、第１嵌合溝１ｋを有するＵ字状に形成されており、図４に示すように
、内視鏡リプロセッサ３００（図１８参照）の洗浄槽４０の例えばテラス面４０ｒｔに設
けられた第１コネクタ５２に対して、第１嵌合溝１ｋが嵌合自在である。
【００１８】
　第１コネクタ５２は、図６に示すように、第１洗浄チューブ３０の一端に設けられた第
１洗浄チューブコネクタ３１が接続されることにより、第１洗浄チューブ３０を介して、
第１洗浄チューブ３０の他端が接続された後述する内視鏡２０１（図１７参照）の管路内
に流体を供給するものであり、洗浄槽４０のテラス面４０ｒｔに対して、例えばネジ固定
されている。
【００１９】
　図１、図２に示すように、第１嵌合部１の表面である第１の面１ａ（以下、一面１ａと
称す）に、第１の溝１ｍが形成されている。第１の溝１ｍは、一面１ａにおいて嵌合溝１
ｋを挟んで対向するよう、例えば一対から構成されており、図６に示すように、第１コネ
クタ５２に対して第１洗浄チューブコネクタ３１が接続された際、第１洗浄チューブコネ
クタ３１の一対のロックレバー３２が嵌合される。その結果、第１嵌合部１に対する第１
洗浄チューブコネクタ３１の回転または回動が規制される。
【００２０】
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　尚、第１コネクタ５２に対して第１洗浄チューブコネクタ３１の接続角度を可変するた
め、一対のロックレバー３２が嵌合される第１の溝１ｍは、複数、即ち、一対以上形成さ
れていても構わない。
【００２１】
　また、図１、図３に示すように、第１嵌合部１の一面１ａとは反対側の表面である第２
の面１ｂ（以下、他面１ｂと称す）に、第１突起部１ｔが、例えば３つ設けられている。
尚、第１突起部１ｔの個数は３つに限定されない。
【００２２】
　第１突起部１ｔは、第１嵌合部１を第１コネクタ５２に対して嵌合させた際、図５に示
すように、他面１ｂをテラス面４０ｒｔから離間させることによって、隙間Ｓを発生させ
るものである。
【００２３】
 このことにより、洗浄槽４０に供給される薬液が他面１ｂに接触可能となり、他面１ｂ
の洗浄消毒を行うことが可能になるとともに、隙間Ｓが十分確保できることにより、他面
１ｂに薬液が残留してしまうことを防ぐことができる。
【００２４】
　第２嵌合部２は、第２嵌合溝２ｋを有するＵ字状に形成されており、図４に示すように
、洗浄槽４０の例えばテラス面４０ｒｔにおいて第１コネクタ５２に並んで設けられた第
２コネクタ５１に対して、第２嵌合溝２ｋが嵌合自在である。
【００２５】
　尚、第１嵌合部１に連結部４を介してつながる第２嵌合部２が第２コネクタ５１に嵌合
されていることにより、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０の回転または回動
が規制されている。
【００２６】
 即ち、本実施の形態においては、第２嵌合部２及び連結部４は、第１嵌合部１から延出
された第１嵌合部１の回転を規制する回転規制部となっている。さらに、第１嵌合部１及
び連結部４は、第２嵌合部２の回転または回動を規制している。
【００２７】
　第２コネクタ５１は、図示しない第２洗浄チューブＡの一端に設けられた図示しない第
２洗浄チューブコネクタＡが接続されることにより、第２洗浄チューブＡを介して、第２
洗浄チューブＡの他端が接続された後述する内視鏡２０１（図１８参照）の管路内に流体
を供給するものであり、洗浄槽４０のテラス面４０ｒｔに対して、例えばネジ固定されて
いる。
【００２８】
 図１、図２に示すように、第２嵌合部２の表面である第１の面２ａ（以下、一面２ａと
称す）に、第２の溝２ｍが形成されている。第２の溝２ｍは、一面２ａにおいて嵌合溝２
ｋを挟んで対向するよう、例えば一対から構成されており、第２コネクタ５１に対して第
２洗浄チューブコネクタＡが接続された際、第２洗浄チューブコネクタＡの図示しない一
対のロックレバーＡが嵌合される。その結果、第２嵌合部２に対する第２洗浄チューブコ
ネクタＡの回転が規制される。
【００２９】
 尚、第２コネクタ５１に対して第２洗浄チューブコネクタＡの接続角度を可変するため
、一対のロックレバーＡが嵌合される第２の溝２ｍは、複数、即ち一対以上形成されてい
ても構わない。
【００３０】
　また、図１、図３に示すように、第２嵌合部２の一面２ａとは反対側の表面ｎである第
２の面２ｂ（以下、他面２ｂと称す）に、第２突起部２ｔが、例えば３つ設けられている
。尚、第２突起部２ｔの個数は３つに限定されない。
【００３１】
　第２突起部２ｔは、第２嵌合部２を第２コネクタ５１に対して嵌合させた際、図５に示
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すように、他面２ｂをテラス面４０ｒｔから離間させることによって、隙間Ｓを発生させ
るものである。
【００３２】
 このことにより、洗浄槽４０に供給される薬液が他面２ｂに接触可能となり、他面２ｂ
の洗浄消毒を行うことが可能になるとともに、隙間Ｓが十分確保できることにより、他面
２ｂに薬液が残留してしまうことを防ぐことができる。
【００３３】
 第２嵌合部３は、第２嵌合溝３ｋを有するＵ字状に形成されており、図４に示すように
、洗浄槽４０の例えばテラス面４０ｒｔにおいて第１コネクタ５２に並んで設けられた第
２コネクタ５３に対して、第２嵌合溝３ｋが嵌合自在である。
【００３４】
　尚、第１嵌合部１に連結部５を介してつながる第２嵌合部３が第２コネクタ５３に嵌合
されていることにより、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０の回転が規制され
ている。
【００３５】
 即ち、本実施の形態においては、第２嵌合部３及び連結部５は、第１嵌合部１から延出
された第１嵌合部１の回転を規制する回転規制部となっている。さらに、第１嵌合部１及
び連結部５は、第２嵌合部３の回転を規制している。
【００３６】
　第２コネクタ５３は、図示しない第２洗浄チューブＢの一端に設けられた図示しない第
２洗浄チューブコネクタＢが接続されることにより、第２洗浄チューブＢを介して、第２
洗浄チューブＢの他端が接続された後述する内視鏡２０１（図１８参照）の管路内に流体
を供給するものであり、洗浄槽４０のテラス面４０ｒｔに対して、例えばネジ固定されて
いる。
【００３７】
 図１、図２に示すように、第２嵌合部３の表面である第１の面３ａ（以下、一面３ａと
称す）に、第２の溝３ｍが形成されている。第２の溝３ｍは、一面３ａにおいて嵌合溝３
ｋを挟んで対向するよう、例えば一対から構成されており、第２コネクタ５３に対して第
２洗浄チューブコネクタＢが接続された際、第２洗浄チューブコネクタＢの図示しない一
対のロックレバーＢが嵌合される。その結果、第２嵌合部３に対する第２洗浄チューブコ
ネクタＢの回転が規制される。
【００３８】
 尚、第２コネクタ５３に対して第２洗浄チューブコネクタＢの接続角度を可変するため
、一対のロックレバーＢが嵌合される第２の溝３ｍは、複数、即ち一対以上形成されてい
ても構わない。
【００３９】
　また、図１、図３に示すように、第２嵌合部３の一面３ａとは反対側の表面である第２
の面３ｂ（以下、他面３ｂと称す）に、第２突起部３ｔが、例えば３つ設けられている。
尚、第２突起部３ｔの個数は３つに限定されない。
【００４０】
　第２突起部３ｔは、第２嵌合部３を第１コネクタ５３に対して嵌合させた際、図５に示
すように、他面３ｂをテラス面４０ｒｔから離間させることによって、隙間Ｓを発生させ
るものである。
【００４１】
 このことにより、洗浄槽４０に供給される薬液が他面３ｂに接触可能となり、他面３ｂ
の洗浄消毒を行うことが可能になるとともに、隙間Ｓが十分確保できることにより、他面
３ｂに薬液が残留してしまうことを防ぐことができる。
【００４２】
　尚、第１コネクタ５２、第２コネクタ５１、５３に対する内視鏡リプロセッサ用コネク
タ緩み止め具１０の第１嵌合部１、第２嵌合部２、３の嵌合は、第１コネクタ５２、第２
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コネクタ５１、５３に対して第１洗浄チューブコネクタ３１、第２洗浄チューブコネクタ
Ａ、Ｂが接続された後に行っても構わないし、第１コネクタ５２、第２コネクタ５１、５
３に対して第１洗浄チューブコネクタ３１、第２洗浄チューブコネクタＡ、Ｂが接続され
る前に行っても構わない。
【００４３】
　このように、本実施の形態においては、洗浄槽４０の第１コネクタ５２、第２コネクタ
５１、５３に対して、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０においてそれぞれ連
結部４、５によって連結された第１嵌合部１、第２嵌合部２、３が嵌合自在であると示し
た。
【００４４】
　また、第１嵌合部１の第１の溝１ｍには、第１コネクタ５２に第１洗浄チューブコネク
タ３１が接続された際、ロックレバー３２が嵌合し、第２嵌合部２、３の第２の溝２ｍ、
３ｍには、第２コネクタ５１、５３に第２洗浄チューブコネクタＡ、Ｂがそれぞれ接続さ
れた際、第２洗浄チューブコネクタＡ、ＢのロックレバーＡ、Ｂがそれぞれ嵌合すると示
した。
【００４５】
　このことによれば、既存の内視鏡リプロセッサ３００の洗浄槽４０に設けられた各コネ
クタ５１～５３に内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０の各嵌合部１～３を装着
するのみの簡単な構成によって、第１の溝１ｍに対するロックレバー３２の嵌合により、
ロックレバー３２の回転を防ぐことができるとともに、第２の溝２ｍ、３ｍに対する第２
洗浄チューブコネクタＡ、ＢのロックレバーＡ、Ｂの嵌合により、第２洗浄チューブコネ
クタＡ、ＢのロックレバーＡ、Ｂの回転を防ぐことができる。
【００４６】
　また、第１コネクタ５２に嵌合される第１嵌合部１、第２コネクタ５１、５３に嵌合さ
れる第２嵌合部２、３は、連結部４、５を介してそれぞれにつながれていることから、内
視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０が回転してしまうことを防ぐことができる。
【００４７】
　よって、各コネクタ５１～５３に対する洗浄チューブコネクタの接続、回転に伴い、各
コネクタ５１～５３が回転してしまうことを防ぐことができるため、洗浄槽４０に対する
各コネクタ５１～５３の固定が各コネクタ５１～５３の回転に起因して緩んでしまうこと
を、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０によって防ぐことができる。
【００４８】
　さらに、各コネクタ５１～５３に対する各嵌合部１～３の着脱は、各嵌合溝１ｋ～３ｋ
を介して容易に行うことができるため、内視鏡リプロセッサ３００の組み立て性及びメン
テナンス性が向上する。
【００４９】
　以上から、既存の内視鏡リプロセッサにおける洗浄槽のコネクタに対する洗浄チューブ
コネクタの回転を確実に防ぐことができ、洗浄槽のコネクタの固定に緩みが生じてしまう
ことを防ぐことができる内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を提供することができ
る。
【００５０】
　尚、以下、変形例を、図７を用いて示す。図７は、図１の内視鏡リプロセッサ用コネク
タ緩み止め具が第１嵌合部及び第１嵌合部から延出された延出部材のみから構成された変
形例を洗浄槽とともに示す部分斜視図である。
【００５１】
　上述した本実施の形態においては、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０は、
第１嵌合部１と、第２嵌合部２、３と、連結部４、５とから構成されていると示した。
【００５２】
　これに限らず、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０は、図７に示すように、
第１嵌合部１及び該第１嵌合部１から延出された延出部５’のみから構成されていても構
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わない。
【００５３】
 延出部５’は、延出端５ｔ’が、洗浄槽４０の縁部に当接する長さに形成されている。
このことにより、第１嵌合部１の回転が規制されている。よって、図７に示す構成におい
ては、延出部５’は、第１嵌合部１の回転を規制する回転規制部となっている。
【００５４】
　このような図７に示す構成によっても、上述した本実施の形態と同様の効果を得ること
ができる。
【００５５】
　また、上述した本実施の形態においては、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１
０は、３つの嵌合部１～３を有していると示したが、これに限らず、上述した図７に示す
ように嵌合部の全体数は１つでも良ければ、第２の嵌合部が１つの場合は、嵌合部の全体
数は２つでも良いし、洗浄槽４０に設けられるコネクタの数に応じて全体数が４つ以上で
あっても良いことは勿論である。
【００５６】
　また、以下、別の変形例を、図８～図１０を用いて示す。図８は、内視鏡リプロセッサ
の洗浄槽に２つの内視鏡を並列して収納し、洗浄槽のコネクタと各内視鏡の管路とを洗浄
チューブによって接続した状態を概略的に示す図、図９は、図８の洗浄槽のコネクタに嵌
合される内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具の各嵌合部に形成される溝を、斜めに
形成した変形例を概略的に示す図、図１０は、図９の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み
止め具を、内視鏡リプロセッサの洗浄槽のコネクタに装着し、洗浄槽に２つの内視鏡を並
列して収納し、洗浄槽のコネクタと各内視鏡の管路とを洗浄チューブによって接続した状
態を概略的に示す図である。
【００５７】
　図８に示すように、内視鏡リプロセッサの洗浄槽４０に、内視鏡が２本、内視鏡２０１
、２０２として並列して収納される場合がある。
【００５８】
　また、この場合、洗浄槽４０には、２本の内視鏡２０１、２０２に対して同時に洗浄消
毒処理を行うため内視鏡２０１、２０２の例えば吸引管路を兼ねた処置具挿通用管路に流
体を供給するコネクタ５１、５４や、内視鏡２０１、２０２の例えば副送水管路に流体を
供給するコネクタ５２、５５や、内視鏡２０１、２０２の漏水検知を行うため内視鏡２０
１、２０２に気体を供給するコネクタ５３、５６が設けられている。
【００５９】
　尚、図８に示すように、内視鏡２０１、２０２の各処置具挿通用管路は、洗浄チューブ
７１、７３を介して、コネクタ５１またはコネクタ５４のどちらにも接続可能となってい
る。また、内視鏡２０１、２０２の各副送水管路は、洗浄チューブ７２、７４を介して、
コネクタ５２またはコネクタ５５のどちらにも接続可能となっている。
【００６０】
　よって、洗浄チューブ７１、７３は、コネクタ５１、５４のどちらにも接続できるよう
に、洗浄チューブ７２、７４は、コネクタ５２、５５のどちらにも接続できるように、一
定の長さを有している。
【００６１】
　しかしながら、コネクタに対する洗浄チューブの選択を考慮すると、洗浄チューブ７１
～７４に必要以上に長いものを用いなければならず、洗浄チューブが扱い難くなってしま
うばかりか、例えば洗浄チューブ７２をコネクタ５５に接続し、洗浄チューブ７４をコネ
クタ５２に接続すると、図８の点線Ｆに示すように、洗浄チューブ７２、７４同士が重な
る部位等も出てしまい、コネクタに対して洗浄チューブが接続し難くなってしまうといっ
た問題がある。
【００６２】
　そこで、図９、図１０に示すように、コネクタ５１、５２及びコネクタ５４、５５に装
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着される第１嵌合部１、第２嵌合部３、連結部５から構成された内視鏡リプロセッサ用コ
ネクタ緩み止め具１０’において、第１嵌合部１、第２嵌合部３の一面１ａ、３ａに形成
される一対の第１の溝１ｍａ、１ｍｂと、一対の第２の溝３ｍａ、３ｍｂとにおいて、第
１嵌合部１と第２嵌合部３とをつなぐ軸Ｊに対し、第１の溝１ｍａの最短距離ｙ１と第１
の溝１ｍｂの最短距離ｙ２とを異ならせた。さらに、第２の溝３ｍａの最短距離ｙ３と、
第２の溝３ｍｂの最短距離ｙ４とを異ならせた。言い換えれば、第１の溝１ｍａ、１ｍｂ
と、第２の溝３ｍａ、３ｍｂとを、軸Ｊに対して傾けて形成した。
【００６３】
　このような構成によれば、図９に示す内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０’
を、それぞれ図１０に示すように、コネクタ５１、５２及びコネクタ５４、５５に装着し
、コネクタ５１の第１の溝１ｍａ、１ｍｂに洗浄チューブ７１のロックレバーが嵌合し、
コネクタ５２の第２の溝３ｍａ、３ｍｂに洗浄チューブ７２のロックレバーが嵌合し、ま
た、コネクタ５４の第１の溝１ｍａ、１ｍｂに洗浄チューブ７３のロックレバーが嵌合し
、コネクタ５５の第２の溝３ｍａ、３ｍｂに洗浄チューブ７４のロックレバーが嵌合した
際、各第１の溝１ｍａ、１ｍｂ及び第２の溝３ｍａ、３ｍｂに嵌合した各ロックレバーは
、上述したように回転が規制され、各内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０’も
回転が規制されていることから、各溝１ｍａ、１ｍｂ、３ｍａ、３ｍｂの傾斜角度により
、洗浄チューブ７１、７２は、内視鏡２０１側に引き出され、洗浄チューブ７３、７４は
、内視鏡２０２側に引き出される。
【００６４】
　よって、洗浄チューブ７１、７２は、コネクタ５１、５２に接続しやすくなり、洗浄チ
ューブ７３、７４は、コネクタ５４、５５に接続しやすくなる一方、洗浄チューブ７１、
７２をコネクタ５４、５５に接続し難くなり、洗浄チューブ７３、７４を、コネクタ５１
、５２に接続し難くなる。
【００６５】
　即ち、洗浄チューブ７１～７４の取り付け位置を、第１の溝１ｍａ、１ｍｂ、第２の溝
３ｍａ、３ｍｂの傾きにより規定することができる。
【００６６】
　よって、図８に示すように、洗浄チューブ同士が重なることも無く、また、必要以上に
長い洗浄チューブを用いる必要がなくなるため、各コネクタ５１、５２、５４、５５に対
する洗浄チューブ７１～７４の接続作業が行いやすくなる。
【００６７】
　尚、第１の溝１ｍａ、１ｍｂ、第２の溝３ｍａ、３ｍｂの傾き角度や、一面１ａ、３ａ
に対する第１の溝１ｍａ、１ｍｂ、第２の溝３ｍａ、３ｍｂの形成位置は、図９に限定さ
れない。例えば溝は必ずしも一対である必要はなく、取り付ける洗浄チューブコネクタ３
１のロックレバー３２の数に応じて、１つであってもよいし、３つ以上あってもよい。
【００６８】
　また、その他の効果は、上述した本実施の形態と同じである。
【００６９】
（第２実施の形態）
 図１１は、本実施の形態の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を示す斜視図、図
１２は、図１１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を図１１中のXII方向から見
た斜視図である。
【００７０】
　また、図１３は、図１１の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、内視鏡リプロ
セッサにおける洗浄槽の第１コネクタ及び第２コネクタに装着した状態を示す部分斜視図
、図１４は、図１３の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具を、洗浄槽とともに図１
３中のXIV方向からみた側面図、図１５は、図１３の洗浄槽の第１コネクタに、第１洗浄
チューブコネクタが接続された状態を示す部分斜視図である。
【００７１】
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　この第２実施の形態の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具は、上述した第１実施
の形態の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具と比して、第１の嵌合部及び第２の嵌
合部の一面に壁部が形成されているとともに、洗浄槽のコネクタに外形が六角形の洗浄チ
ューブコネクタが接続される点が異なる。
【００７２】
 よって、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、
その説明は省略する。
【００７３】
 図１１、図１２に示すように、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１１０は、第
１嵌合部１０１と、第２嵌合部１０２、１０３と、第１嵌合部１０１と第２嵌合部１０２
とをつなぐ連結部１０４と、第１嵌合部１０１と第２嵌合部１０３とをつなぐ連結部１０
５とを具備して主要部が構成されている。
【００７４】
 尚、本実施の形態においては、第２嵌合部が２つの場合を例に挙げて示しているが、こ
れに限らず、第２嵌合部は１つであって良い。また、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み
止め具１１０は、例えば樹脂から形成されている。
【００７５】
　第１嵌合部１０１は、第１嵌合溝１０１ｋを有するＵ字状に形成されており、図１３に
示すように、内視鏡リプロセッサ３００（図１８参照）の洗浄槽４０の例えばテラス面４
０ｒｔに設けられた第１コネクタ５２に対して、嵌合溝１０１ｋが嵌合自在である。
【００７６】
　第１コネクタ５２は、図１５に示すように、第１洗浄チューブ１３０の一端に設けられ
た、例えば六角形の外形を有する第１洗浄チューブコネクタ１３１が接続されることによ
り、第１洗浄チューブ１３０を介して、第１洗浄チューブ１３０の他端が接続された後述
する内視鏡２０１（図１８参照）の管路内に流体を供給するものであり、洗浄槽４０のテ
ラス面４０ｒｔに対して、例えばネジ固定されている。
【００７７】
 尚、第１洗浄チューブコネクタ１３１の外形形状は、六角形に限定されず、角部を有す
る外形であれば良い。また、第１コネクタ５２は、第１コネクタ５２から第１洗浄チュー
ブコネクタ１３１がワンタッチで外れる構造を有していても構わない。
【００７８】
　図１１に示すように、第１嵌合部１０１の表面である第１の面１０１ａ（以下、一面１
０１ａと称す）に、第１の壁部１０１ｗが形成されている。第１の壁部１０１ｗは、一面
１０１ａにおいて嵌合溝１０１ｋを挟んで対向するよう、例えば一対から構成されており
、図１５に示すように、第１コネクタ５２に対して第１洗浄チューブコネクタ１３１が接
続された際、第１洗浄チューブコネクタ１３１の外周面または外周面の角部に当接するこ
とにより、第１洗浄チューブコネクタの回転を規制する。
【００７９】
　また、図１２に示すように、第１嵌合部１０１の一面１０１ａとは反対側の表面である
第２の面１０１ｂ（以下、他面と称す）１０１ｂに、第１突起部１０１ｔが、例えば３つ
設けられている。尚、第１突起部１０１ｔの個数は３つに限定されない。
【００８０】
　第１突起部１０１ｔは、第１嵌合部１０１を第１コネクタ５２に対して嵌合させた際、
図１４に示すように、他面１０１ｂをテラス面４０ｒｔから離間させることによって、隙
間Ｓを発生させるものである。
【００８１】
 このことにより、洗浄槽４０に供給される薬液が他面１０１ｂに接触可能となり、他面
１０１ｂの洗浄消毒を行うことが可能になるとともに、隙間Ｓが十分確保できることによ
り、他面１０１ｂに薬液が残留してしまうことを防ぐことができる。
【００８２】
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　第２嵌合部１０２は、第２嵌合溝１０２ｋを有するＵ字状に形成されており、図１３に
示すように、洗浄槽４０の例えばテラス面４０ｒｔにおいて第１コネクタ５２に並んで設
けられた第２コネクタ５１に対して、第２嵌合溝１０２ｋが嵌合自在である。
【００８３】
　尚、第１嵌合部１０１に連結部１０４を介してつながる第２嵌合部１０２が第２コネク
タ５１に嵌合されていることにより、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１１０の
回転が規制されている。
【００８４】
 即ち、本実施の形態においては、第２嵌合部１０２及び連結部１０４は、第１嵌合部１
０１から延出された第１嵌合部１０１の回転を規制する回転規制部となっている。さらに
、第１嵌合部１０１及び連結部１０４は、第２嵌合部１０２の回転を規制している。
【００８５】
　第２コネクタ５１は、図示しない第２洗浄チューブＡの一端に設けられた、例えば六角
形の外形を有する図示しない第２洗浄チューブコネクタＣが接続されることにより、第２
洗浄チューブＡを介して、第２洗浄チューブＡの他端が接続された後述する内視鏡２０１
（図１８参照）の管路内に流体を供給するものであり、洗浄槽４０のテラス面４０ｒｔに
対して、例えばネジ固定されている。
【００８６】
 尚、第２洗浄チューブコネクタＣの外形形状は、六角形に限定されず、角部を有する外
形形状であれば良い。また、第２コネクタ５１は、第２コネクタ５１から第２洗浄チュー
ブコネクタＣがワンタッチで外れる構造を有していても構わない。
【００８７】
 図１１に示すように、第２嵌合部１０２の表面である第１の面１０２ａ（以下、一面１
０２ａと称す）に、第２の壁部１０２ｗが形成されている。
【００８８】
 第２の壁部１０２ｗは、一面１０２ａにおいて嵌合溝１０２ｋを挟んで対向するよう、
例えば一対から構成されており、第２コネクタ５１に対して第２洗浄チューブコネクタＣ
が接続された際、第２洗浄チューブコネクタＣの外周面または外周面の角部に当接するこ
とにより、第２洗浄チューブコネクタＣの回転を規制する。
【００８９】
　また、図１２に示すように、第２嵌合部１０２の一面１０２ａとは反対側の表面である
第２の面１０２ｂ（以下、他面１０２ｂと称す）に、第２突起部１０２ｔが、例えば３つ
設けられている。尚、第２突起部１０２ｔの個数は３つに限定されない。
【００９０】
　第２突起部１０２ｔは、第２嵌合部１０２を第１コネクタ５１に対して嵌合させた際、
図１４に示すように、他面１０２ｂをテラス面４０ｒｔから離間させることによって、隙
間Ｓを発生させるものである。
【００９１】
 このことにより、洗浄槽４０に供給される薬液が他面１０２ｂに接触可能となり、他面
１０２ｂの洗浄消毒を行うことが可能になるとともに、隙間Ｓが十分確保できることによ
り、他面１０２ｂに薬液が残留してしまうことを防ぐことができる。
【００９２】
 第２嵌合部１０３は、第２嵌合溝１０３ｋを有するＵ字状に形成されており、図１３に
示すように、洗浄槽４０の例えばテラス面４０ｒｔにおいて第１コネクタ５２に並んで設
けられた第２コネクタ５３に対して、第２嵌合溝１０３ｋが嵌合自在である。
【００９３】
　尚、第１嵌合部１０１に連結部１０５を介してつながる第２嵌合部１０３が第２コネク
タ５３に嵌合されていることにより、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１１０の
回転が規制されている。
【００９４】
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 即ち、本実施の形態においては、第２嵌合部１０３及び連結部１０５は、第１嵌合部１
０１から延出された第１嵌合部１０１の回転を規制する回転規制部となっている。さらに
、第１嵌合部１０１及び連結部１０５は、第２嵌合部１０３の回転を規制している。
【００９５】
　第２コネクタ５３は、図示しない第２洗浄チューブＢの一端に設けられた、例えば六角
形の外形を有する図示しない第２洗浄チューブコネクタＤが接続されることにより、第２
洗浄チューブＢを介して、第２洗浄チューブＢの他端が接続された後述する内視鏡２０１
（図１８参照）の管路内に流体を供給するものであり、洗浄槽４０のテラス面４０ｒｔに
対して、例えばネジ固定されている。
【００９６】
 尚、第２洗浄チューブコネクタＤの外形形状は、六角形に限定されず、角部を有する外
形形状であれば良い。また、第２コネクタ５３は、第３コネクタ５３から第２洗浄チュー
ブコネクタＤがワンタッチで外れる構造を有していても構わない。
【００９７】
 図１１に示すように、第２嵌合部１０３の表面である第１の面１０３ａ（以下、一面１
０３ａと称す）に、第２の壁部１０３ｗが形成されている。
【００９８】
 第２の壁部１０３ｗは、一面１０３ａにおいて嵌合溝１０３ｋを挟んで対向するよう、
例えば一対から構成されており、第２コネクタ５３に対して第２洗浄チューブコネクタＤ
が接続された際、第２洗浄チューブコネクタＤの外周面または外周面の角部に当接するこ
とにより、第２洗浄チューブコネクタＤの回転を規制する。
【００９９】
　また、図１２に示すように、第２嵌合部１０３の一面１０３ａとは反対側の表面である
第２の面１０３ｂ（以下、他面１０３ｂと称す）に、第２突起部１０３ｔが、例えば３つ
設けられている。尚、第２突起部１０３ｔの個数は３つに限定されない。
【０１００】
　第２突起部１０３ｔは、第２嵌合部１０３を第１コネクタ５３に対して嵌合させた際、
図１４に示すように、他面１０３ｂをテラス面４０ｒｔから離間させることによって、隙
間Ｓを発生させるものである。
【０１０１】
 このことにより、洗浄槽４０に供給される薬液が他面１０３ｂに接触可能となり、他面
１０３ｂの洗浄消毒を行うことが可能になるとともに、隙間Ｓが十分確保できることによ
り、他面１０３ｂに薬液が残留してしまうことを防ぐことができる。
【０１０２】
 尚、第１コネクタ５２、第２コネクタ５１、５３に対する内視鏡リプロセッサ用コネク
タ緩み止め具１１０の第１嵌合部１０１、第２嵌合部１０２、１０３の嵌合は、第１コネ
クタ５２、第２コネクタ５１、５３に対して第１洗浄チューブコネクタ１３１、第２洗浄
チューブコネクタＣ、Ｄが接続された後に行っても構わないし、第１コネクタ５２、第２
コネクタ５１、５３に対して第１洗浄チューブコネクタ１３１、第２洗浄チューブコネク
タＣ、Ｄが接続される前に行っても構わない。
【０１０３】
 このように、本実施の形態においては、洗浄槽４０の第１コネクタ５２、第２コネクタ
５１、５３に対して、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１１０においてそれぞれ
連結部１０４、１０５によって連結された第１嵌合部１０１、第２嵌合部１０２、１０３
が嵌合自在であると示した。
【０１０４】
　また、第１嵌合部１０１の第１の壁部１０１ｗは、第１コネクタ５２に第１洗浄チュー
ブコネクタ３１が接続された際、第１洗浄チューブコネクタ３１の回転を規制し、第２嵌
合部１０２の第２の壁部１０２ｗは、第２コネクタ５１に第２洗浄チューブコネクタＣが
接続された際、第２洗浄チューブコネクタＣの回転を規制し、第２嵌合部１０３の第１の
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壁部１０３ｗは、第２コネクタ５３に第２洗浄チューブコネクタＤが接続された際、第２
洗浄チューブコネクタＤの回転を規制すると示した。
【０１０５】
　このことによれば、既存の内視鏡リプロセッサ３００の洗浄槽４０に設けられた各コネ
クタ５１～５３に内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１１０の各嵌合部１０１～１
０３を装着するのみの簡単な構成によって、第１の壁部１０１ｗにより、第１洗浄チュー
ブコネクタ１３１の回転を防ぐことができるとともに、第２の壁部１０２ｗ、１０３ｗに
より、第２洗浄チューブコネクタＣ、Ｄの回転を防ぐことができる。
【０１０６】
　また、第１コネクタ５２に嵌合される第１嵌合部１０１、第２コネクタ５１、５３に嵌
合される第２嵌合部１０２、１０３は、連結部１０４、１０５を介してそれぞれにつなが
れていることから、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１１０が回転してしまうこ
とを防ぐことができる。
【０１０７】
　よって、各コネクタ５１～５３に対する洗浄チューブコネクタの接続、回転に伴い、各
コネクタ５１～５３が回転してしまうことを防ぐことができるため、洗浄槽４０に対する
各コネクタ５１～５３の固定が各コネクタ５１～５３の回転に起因して緩んでしまうこと
を、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１１０によって防ぐことができる。
【０１０８】
　さらに、各コネクタ５１～５３に対する各嵌合部１０１～１０３の着脱は、各嵌合溝１
０１ｋ～１０３ｋを介して容易に行うことができるため、内視鏡リプロセッサ３００の組
み立て性及びメンテナンス性が向上する。
【０１０９】
　以上から、本実施の形態においても、上述した第１実施の形態と同様の効果を得ること
ができる。
【０１１０】
　尚、以下、変形例を、図１６を用いて示す。図１６は、図１３の洗浄槽のコネクタに内
視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具の回転規制形状を設けた変形例を示す斜視図であ
る。
【０１１１】
　図１６に示すように、各コネクタ５１～５３に、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止
め具１１０の各嵌合部１０１～１０３が装着された際、壁部１０１ｗ～１０３ｗが当接す
ることにより、各コネクタ５１～５３に対する内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具
１１０の回転を規制する回転規制形状５０ｄが形成されていても構わない。尚、回転規制
形状５０ｄとしては、例えば既知のＤカット形状が挙げられる。
【０１１２】
　このような構成によっても、上述した本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【０１１３】
　また、以下、別の変形例を示す。
【０１１４】
 上述した本実施の形態においても、第１実施形態の図７と同様に、内視鏡リプロセッサ
用コネクタ緩み止め具１１０は、第１嵌合部１０１及び該第１嵌合部１０１から延出され
た回転規制部となる延出部のみから構成されていても構わない。
【０１１５】
　このような構成によっても、上述した本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【０１１６】
　また、上述した本実施の形態においては、内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１
１０は、３つの嵌合部１０１～１０３を有していると示した。これに限らず、上述したよ
うに嵌合部の全体数は１つでも良ければ、第２の嵌合部が１つの場合は、嵌合部の全体数
は２つでも良いし、洗浄槽４０に設けられるコネクタの数に応じて全体数は４つ以上であ
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っても良いことは勿論である。
【０１１７】
　さらに、以下、別の変形例を示す。
【０１１８】
　上述した本実施の形態においても、第１実施の形態の図８～図１０と同様に、各壁部１
０１ｗ～１０３ｗは、軸Ｊに対して傾けて設けられていても構わない。
【０１１９】
　このことによっても、洗浄チューブ７１～７４の取り付け位置を、各壁部の傾きにより
規定することができる。
【０１２０】
　また、以下、上述した第１実施の形態の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１０
及び第２実施の形態の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具１１０が取り付く内視鏡
リプロセッサの一例を、図１７、図１８を用いて示す。尚、内視鏡リプロセッサは、内視
鏡洗浄消毒装置を例に挙げて示す。
【０１２１】
 図１７は、内視鏡洗浄消毒装置の一例を、トップカバーが開放され、洗浄槽に内視鏡が
収納自在な状態において示す内視鏡洗浄消毒装置の斜視図、図１８は、図１７の洗浄槽に
内視鏡が収容され、内視鏡と洗浄槽のコネクタとが洗浄チューブによって接続された状態
を示す斜視図である。
【０１２２】
　図１７に示すように、内視鏡洗浄消毒装置３００は、使用済みの内視鏡２０１を洗浄、
消毒するための装置であり、装置本体３０２と、その上部に、例えば図示しない蝶番を介
して開閉自在に接続されたトップカバー３０３とにより、主要部が構成されている。
【０１２３】
　トップカバー３０３が、装置本体３０２に閉じられている状態では、装置本体３０２と
トップカバー３０３とは、装置本体３０２及びトップカバー３０３の互いに対向する位置
に配設された、例えばラッチ３０８により固定される構成となっている。
【０１２４】
　装置本体３０２の操作者が近接する図中前面であって、例えば左半部の上部に、洗剤／
アルコールトレー３１１が、装置本体３０２の前方へ引き出し自在に配設されている。
【０１２５】
　洗剤／アルコールトレー３１１には、内視鏡２０１を洗浄する際に用いられる液体であ
る洗浄剤が貯留された洗剤タンク３１１ａと、洗浄消毒後の内視鏡２０１を乾燥する際に
用いられる液体であるアルコールが貯留されたアルコールタンク３１１ｂとが収納されて
おり、洗剤／アルコールトレー３１１が引き出し自在なことにより、各タンク３１１ａ、
３１１ｂに、所定に液体が補充できるようになっている。
【０１２６】
　尚、洗剤／アルコールトレー３１１には、２つの窓部３１１ｍが設けられており、該窓
部３１１ｍにより、各タンク３１１ａ、３１１ｂに注入されている洗浄剤及びアルコール
の残量が操作者によって確認できるようになっている。
【０１２７】
　また、装置本体３０２の前面であって、例えば右半部の上部に、消毒液トレー３１２が
、装置本体３０２の前方へ引き出し自在に配設されている。消毒液トレー３１２には、内
視鏡２０１を消毒する際に用いる、例えば過酢酸等の消毒液が注入された２つの薬液ボト
ル３１２ａ、３１２ｂが収納されており、消毒液トレー３１２が、引き出し自在なことに
より２つの薬液ボトル３１２ａ、３１２ｂを所定にセットできるようになっている。
【０１２８】
 尚、消毒液トレー３１２には、２つの窓部３１２ｍが設けられており、該窓部３１２ｍ
により、各薬液ボトル３１２ａ、３１２ｂに注入されている消毒液の残量が操作者によっ
て確認できるようになっている。
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【０１２９】
　さらに、装置本体３０２の前面であって、消毒液トレー３１２の上部に、洗浄消毒時間
の表示や、消毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル３１３が配設さ
れている。
【０１３０】
 また、装置本体３０２の図中前面の下部に、装置本体３０２の上部に閉じられているト
ップカバー３０３を、操作者の踏み込み操作により装置本体３０２の上方に開くためのペ
ダルスイッチ３０４が配設されている。
【０１３１】
　また、図１７、図１８に示すように、装置本体３０２の上面の、例えば操作者が近接す
る前面側の右端寄りに、装置本体３０２の洗浄、消毒動作スタートスイッチ、及び洗浄、
消毒モード選択スイッチ等の設定スイッチ類が配設されたメイン操作パネル３２５が設け
られているとともに、操作者が近接する前面側の左端寄りに、近付けられた内視鏡２０１
から情報を受け取る、例えばＲＦＩＤから構成された受信部３６５が設けられている。
【０１３２】
　また、装置本体３０２の上面であって、操作者が近接する前面に対向する背面側に、装
置本体３０２に水道水を供給するための水道蛇口に接続された給水ホース３９９が接続さ
れる給水ホース接続口３３１が配設されている。
【０１３３】
 尚、給水ホース接続口３３１に、水道水を濾過するメッシュフィルタが配設されていて
もよい。
【０１３４】
　さらに、装置本体３０２の上面の略中央部に、内視鏡収納口をトップカバー３０３によ
って開閉される、内視鏡２０１が収納自在な洗浄槽４０が設けられている。
【０１３５】
 洗浄槽４０は、操作者が近接する前面側に位置する第１の槽本体４０ｔと、第１の槽本
体４０ｔよりも底面が低く位置しているとともに第１の槽本体４０ｔよりも背面側に位置
する第２の槽本体４０ｄと、第１の槽本体４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄの内視鏡収納口
の外周縁に連続して周設されたテラス部４０ｒとにより構成されている。
【０１３６】
　第１の槽本体４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄは、内視鏡２０１が洗浄消毒される際、該
内視鏡２０１が収納自在である。
【０１３７】
 尚、図１８に示すように、第１の槽本体４０ｔには、内視鏡２０１の挿入部２０１ｂ及
びユニバーサルコード２０１ｃが巻回されて収納され、第２の槽本体４０ｄには、内視鏡
２０１の操作部２０１ａ、コネクタ２０１ｄが収納される。
【０１３８】
 第２の槽本体４０ｄの底面には、第１の槽本体４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄに供給さ
れた洗浄液、水、アルコール、消毒液等を第１の槽本体４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄか
ら排水するための排水口３５５が設けられているともに、第１の槽本体４０ｔ及び第２の
槽本体４０ｄに供給された洗浄液、水、消毒液等を、内視鏡２０１の内部に具備された各
管路に供給する、またはメッシュフィルタ等を介し、後述する給水循環ノズル３２４から
第１の槽本体４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄに再度上記液体を供給するための循環口３５
６が設けられている。尚、循環口３５６には、洗浄液等を濾過するメッシュフィルタが設
けられていても良い。
【０１３９】
　第２の槽本体４０ｄの側面の任意の位置に、第１の槽本体４０ｔ及び第２の槽本体４０
ｄに供給された洗浄液、水、消毒液等の水位を検出するカバー付き水位センサ３３２が設
けられている。
【０１４０】
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　テラス部４０ｒのテラス面４０ｒｔに、第１の槽本体４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄに
対し、洗剤タンク３１１ａから水道水により所定の濃度に希釈される洗浄剤を供給するた
めの洗剤ノズル３２２及び消毒液を供給するための消毒液ノズル３２３が設けられている
。
【０１４１】
 また、テラス面４０ｒｔに、第１の槽本体４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄに対し給水す
るための、または循環口３５６から吸引した洗浄液、水、消毒液等を、再度第１の槽本体
４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄに供給するための給水循環ノズル３２４と、第１の槽本体
４０ｔ及び第２の槽本体４０ｄに供給された洗浄液、水、消毒液等の異常水位を検知する
フロートスイッチ３９１とが設けられている。
【０１４２】
　さらに、テラス面４０ｒｔに、内視鏡２０１の内部に具備された各種管路に、洗浄液、
水、アルコール、消毒液、またはエア等を、洗浄チューブを介して供給するためのコネク
タ５１～５４と、内視鏡２０１の漏水検知用コネクタ５５、５６とが設けられている。
【０１４３】
 尚、上述した内視鏡洗浄消毒装置の構成は、あくまでも一例であり、この限りではない
。また、内視鏡リプロセッサは、内視鏡洗浄消毒装置に限定されず、滅菌装置等にも適用
可能である。
【０１４４】

　本出願は、２０１４年７月１７日に日本国に出願された特願２０１４－１４７０６８号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲
、図面に引用されたものである。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月30日(2015.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
 本発明の一態様による内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具は、内視鏡リプロセッ
サの洗浄槽に配置された第１コネクタに嵌合自在な溝である第１嵌合溝を含む第１嵌合部
と、前記第１コネクタに接続された第１洗浄チューブコネクタのロックレバーが嵌合され
る、前記第１嵌合部の表面に形成された少なくとも１つの第１の溝と、前記第１嵌合部か
ら延出された、前記第１嵌合部の回転を規制する回転規制部と、前記洗浄槽から前記第１
嵌合部を離間させる第１突起部と、を備えている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
 また、本発明の他態様による内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具は、内視鏡リプ
ロセッサの洗浄槽に配置された第１コネクタに対して嵌合自在な溝である第１嵌合溝を含
む第１嵌合部と、前記第１コネクタに接続された第１洗浄チューブコネクタの回転を規制
する、前記第１嵌合部の表面から起立する少なくとも１つの第１の壁部と、前記第１嵌合
部から延出された、前記第１嵌合部の回転を規制する回転規制部と、前記洗浄槽から前記
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第１嵌合部を離間させる第１突起部と、を備えている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
 内視鏡リプロセッサの洗浄槽に配置された第１コネクタに嵌合自在な溝である第１嵌合
溝を含む第１嵌合部と、
 前記第１コネクタに接続された第１洗浄チューブコネクタのロックレバーが嵌合される
、前記第１嵌合部の表面に形成された少なくとも１つの第１の溝と、
 前記第１嵌合部から延出された、前記第１嵌合部の回転を規制する回転規制部と、
 前記洗浄槽から前記第１嵌合部を離間させる第１突起部と、
 を備えていることを特徴とする内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項２】
 前記回転規制部は、
 前記洗浄槽において前記第１コネクタに並んで配置された第２コネクタに嵌合自在な溝
である第２嵌合溝を含む第２嵌合部と、
 前記第１嵌合部と前記第２の嵌合部とをつなぐ連結部と、
 を備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止
め具。
【請求項３】
 前記第２嵌合部は、
 前記第２コネクタに接続された第２洗浄チューブコネクタのロックレバーが嵌合される
、前記第２嵌合部の表面に形成された少なくとも１つの第２の溝を備えていることを特徴
とする請求項２に記載の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項４】
 前記第１嵌合部と前記第２嵌合部とをつなぐ軸に対して、前記第１の溝と前記第２の溝
とで最短距離が異なっていることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡リプロセッサ用コ
ネクタ緩み止め具。
【請求項５】
 前記第１嵌合部は、前記第１の溝が形成された第１の面と、前記第１の面に対して交差
または対向する第２の面を有し、
 前記第２の面には、前記第１突起部が設けられていることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項６】
 前記第２嵌合部は、前記第１の溝が形成された第１の面と、前記第１の面に対して交差
または対向する第２の面を有し、
 前記第２の面に、第２突起部が設けられていることを特徴とする請求項３に記載の内視
鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項７】
 内視鏡リプロセッサの洗浄槽に配置された第１コネクタに対して嵌合自在な溝である第
１嵌合溝を含む第１嵌合部と、
 前記第１コネクタに接続された第１洗浄チューブコネクタの回転を規制する、前記第１
嵌合部の表面から起立する少なくとも１つの第１の壁部と、
 前記第１嵌合部から延出された、前記第１嵌合部の回転を規制する回転規制部と、
 前記洗浄槽から前記第１嵌合部を離間させる第１突起部と、
 を備えていることを特徴とする内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項８】



(23) JP WO2016/009677 A1 2016.1.21

 前記回転規制部は、
 前記洗浄槽において前記第１コネクタに並んで配置された第２コネクタに嵌合自在な溝
である第２嵌合溝を含む第２嵌合部と、
 前記第１嵌合部と前記第２の嵌合部とをつなぐ連結部と、
 を備えていることを特徴とする請求項７に記載の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止
め具。
【請求項９】
 前記第２コネクタに接続された第２洗浄チューブコネクタの回転を規制する、前記第２
嵌合部の表面から起立する少なくとも１つの第２の壁部をさらに備えていることを特徴と
する請求項８に記載の内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項１０】
 前記第１嵌合部と前記第２嵌合部とをつなぐ軸に対して、前記第１の壁部と前記第２の
壁部とで最短距離が異なっていることを特徴とする請求項９に記載の内視鏡リプロセッサ
用コネクタ緩み止め具。
【請求項１１】
 前記第１嵌合部は、前記第１の溝が形成された第１の面と、前記第１の面に対して交差
または対向する第２の面を有し、
 前記第２の面に、前記第１突起部が設けられていることを特徴とする請求項７に記載の
内視鏡リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
【請求項１２】
 前記第１嵌合部は、前記第１の溝が形成された第１の面と、前記第１の面に対して交差
または対向する第２の面を有し、
前記第２の面に、第２突起部が設けられていることを特徴とする請求項９に記載の内視鏡
リプロセッサ用コネクタ緩み止め具。
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摘要(译)

第一装配部1包括第一装配槽和第一清洗件，该第一装配槽是能够装配到
布置在内窥镜洗净器的清洗槽中的第一连接器中的槽，并且第一清洗部
连接到第一连接器。 形成在第一装配部1的一个表面1a上的第一凹槽
1m，管连接器的锁定杆装配到该第一凹槽1m中，并且第一装配部1从第
一装配部1延伸。 它设有限制旋转的连接部分4和5以及第二装配部分2和
3。
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